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雪が降らなくても冬の朝は寒いですね。そんな時こそ、朝ごはんのパワーが必要です。ごはんやパ
ゆき ふ ふゆ あさ さむ とき あさ ひつよう

ンでエネルギーを蓄えて、みそ汁やスープでポカポカに温まるといいですよ。早ね・早おき・朝ご
たくわ しる あたた はや はや あさ

はんを守り、冬の野菜をたっぷり食べて牛 乳を飲んで、風邪に負けない抵抗力をつけてこの冬を乗
まも ふゆ や さ い た ぎゅうにゅう の か ぜ ま ていこうりょく ふゆ の

り切りましょう。
き

きらいな食べ物が すきになる魔法
た も の ま ほ う

もしも、 きらいな食べ物に、出会ってしまった
た もの で あ

ら・・・・・

① まず、目で見てあいさつをする。「こんにちは」
め み

② 次に、においをかいでみる。「クンクン」
つぎ

③ 次に、なめてみる。「ペロペロ」
つぎ

④ ちょっとだけ、かじってみる。「ガリッ」

⑤ ひとくちだけ、食べてみる。「ガブリ」
た

大丈夫！そのあと１００回食べれば、すききらいがなおりま
だ い じ ょ う ぶ かい た

す！

すききらいをなくそう

私たちが食べている給食 の中には、毎日、地域で作られた旬 の野菜が使われています。
わたし た きゅうしょく なか まいにち ちいき つく しゅん やさい つか

お米はもちろんのこと、２月は、大根、人参、ねぎ、キャベツ、小松菜などの冬野菜のお
こめ がつ だいこん にんじん こ ま つ な ふゆやさい

かげで、給食 がさらにおいしくなります。
きゅうしょく

「四里四方に病なし」と言うことわざがありますが、これは、自分が暮らしている地域
し り し ほ う やまい い じ ぶ ん く ち い き

（約１６ｋｍ以内）の作物を食べていれば病気にならないという意味です。昔の人は、
やく い な い さくもつ た びょうき い み むかし ひと

科学的なデータはなくても、地産地消の良さを体で感じていたのですね。
かがくてき ちさんちしょう よ からだ かん

すききらいをすると、病気
びょうき

にかかりやすくなったり、

成長がおそくなったりする
せいちょう

ことがあります。

きらいなものでも、

ひと口だけ食べて
くち た

みましょう。おいしいと

感じることもあります。
かん


